
　
真
庭
市
で
は
、
馬
術
振
興
の

一
環
と
し
て
、
市
内
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
馬
の
こ
と
を

知
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
「
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
12
月
12

日
、
蒜
山
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ー
ス
パ
ー
ク
の
馬

３
頭
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連
れ
て
北
房
小
学
校
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問
。
参
加
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た
５
年
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順

番
に
馬
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っ
た
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餌
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あ

げ
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ま
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。
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び
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馬
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の
披

露
に
は
、
ひ
と
き
わ
熱
い
視
線

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

新年のごあいさつ　　　 P02～
新年の抱負を一言どうぞ ! P04～
市政トピックス  　　   P06～
お知らせ　　 　　 P08～
真庭が好きっ読者の広場   P16～
真庭人　前原可菜さん 　　P20～
健康のススメ　　　      P21～
ぐるっと真庭  まちの話 P22～

の１年に飛躍
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の
振
の
振振振振振振振振
興興興興興

にににににににに
も
に
も
に
ももももももも
力
を
力力力
をををををを
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す
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す
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す
ま
す
ま
す
まま
すすす
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民民民民民民民民民民民民民
ののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささ
んんん
、、「「「「
人人人
口口
×
活活
動動
量量
」」」」」」
で

地地地地地地地地
域
地
域
地
域域域域域域域
のののののの
力
の
力力力力力力力力力
をを
最
を
最
を
最
を
最
を
最
を
最
ををを
最
を
最
ををを
最
をを
最最最
大
限
大
限
大

に
発
に
発
揮
し
揮
し
、
と
、

もも
に
も
に
も
に
も
に
にに

ぎぎぎぎぎ
や
ぎ
や
ぎ
や
ぎ
やややややややや
かかかかか
な
か
なななな
真
庭
真真
庭
をを
築
を
築築築築築
い
て
い
て
い
て
い
こ
い
こ
う
で
はは
あ
はは
ああああ
り

ままま
せ
ま
せせせせせせせせせせせせ
んんんん
か
ん
かかかかかかか
。。

結結結結結結結
びび
に
びびびび
ににににに
、
本
、
本本本本本本本本本本本本
年
が
年
が
年年年
が
年年
が
年
が
年
が
年
が
年年年
が
年
がが
皆皆皆皆皆皆皆皆皆
様
皆皆
様
皆
様
皆皆
様様様
に
と
っ
ててて
笑
顔
笑
顔
笑
顔
笑笑
顔
笑
顔
笑
顔
ああ

ふ
れ
ふ
れ
ふ
れ
ふ
れれれれれ
るるるる
素
るる
素素素素素素素素
晴
ら
晴
ら
晴
らららららららら
ししししししししし
い
しし
いいい
１１１１１１１１１
年年年年年年
と
な
と
な
るる
こ
る

と
を
と
を
と
をを
祈

り
ま
りり
ままま
すすすすすすすす
。
す
。
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真真真真真真
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長   



市市市市
民民民民
とととと
共共共共共共共共
にににに
歩歩歩
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指指指指指指指指指指指指指指指
しししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててて

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、4
月

に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
当
選
し
た

議
員
22
名
に
よ
り
、
新
た
な
船
出
を
切
り
ま

し
た
。

6
月
に
は
、
政
策
提
言
・
市
民
参
加
・
情

報
公
開
を
三
本
柱
と
し
た
議
会
活
性
化
を
進

め
る
た
め
、
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

初
の
試
み
と
し
て
、7
月
下
旬
か
ら
8
月

に
か
け
て
、
市
内
在
住
、
在
学
の
中
高
生
を

対
象
に
、
議
場
を
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開

放
し
ま
し
た
。
最
高
気
温
40
・
3
度
を
記
録

し
た
ほ
ど
の
暑
い
夏
で
し
た
が
、
涼
し
く
静

か
な
環
境
で
集
中
で
き
た
と
、
利
用
者
に
好

評
で
し
た
。

8
月
に
は
、
地
方
議
員
研
究
会
か
ら
講
師

を
招
い
て
「
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
」

を
テ
ー
マ
に
議
員
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

現
状
を
知
っ
て
課
題
を
考
え
、
解
決
の
方
法

を
確
か
め
て
提
案
に
つ
な
げ
て
い
く
、
一
般

質
問
の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

9
月
に
は
、
議
場
の
傍
聴
席
に
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
映
像
と
字
幕
表
示
を
同
時

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
課
題
や
意
見

を
把
握
し
、
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
、
市
民
と
語
る
会
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
ろ
う
」
を
、
市
内
12
カ
所
で
開
催
し
ま
し

た
。1
8
4
人
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員

会
に
属
す
る
議
会
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会
が
、

「
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
」
の
議
員
研
修
会
を

開
き
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
と
現
状
、
利
用

の
方
法
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
実
現
す

る
た
め
、
真
庭
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
本
年
も
さ

ら
に
研
鑚
を
重
ね
、
総
力
を
結
集
し
、
積
極

的
に
議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

真真
庭庭
市
議議議
会会会会
議
長長長長長長長長長    
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12 午
年

２
０
２
６
年

令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
今
年
を
ど
ん
な
１
年
に
し
た
い
で
す
か
。

新
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代・分
野
の
午
年

生
ま
れ
の
皆
さ
ん
か
ら
新
年
の

抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

真庭市
キャラク ーター
まにぞう

競書／小学生
芦芦田 愛莉さん（本郷）

事務事務務用品用用品店経店経店経経経経営者営者営者者者者
谷口　誠さん（落合合垂水）

手話サークル
日名 清子 んさん（阿口）

農農業業委員委
樋樋口 昌口 昌口 子子さんん（蒜山中福田）

ホホテホテルルスス ッタッタッッフフ／通／通フフ 訳訳
バンバンバンンンンダリダリダリ・・アビナスアビナスビナスさんさ （湯 温原 泉）

目標に向かって
力強く
駆け抜ける
１年にしたい

いろいろな人に
会っったり、作品を
手作作りしたり
元元気に活動
ししてしていきいきたいたい

仕事と釣りの
両立を目指す！

心も体も
楽しい年で
ありますようすす に！

楽しく仕事を
続けたい

新年の抱負を負負
一言どうぞ！

午
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60

42444844

1121

写真館経写真館経写真館経営者営営者
新田　浩さん（下下呰部）

護教養護養護教諭
槙槙槙野 琴野野野琴子子子さんさんんん（月月（月田）

観光事業団体職員員
森脇 由恵さん（久久世）

農家
樋口 忠正正さん（鉄山）

小学校長小学校長学校長
林　咲子さん（蒜蒜山下長長田）

金融 関機関職員職員
秋山 直直輝さん（久世）、藤久　　 んさん（禾津）津）津）

ゴルフルル ／小フフ 学生
堀田 和さん（落合垂水）

スピードピピ よりも
持久力をつけて
元気に駆け抜けたい

人馬一体
地域の方 と々
協力しながら真庭
を盛り上げる

3反の稲作りを
続けて
気力・体力の
維持に
つなげたい

社会人２年目年 、
感謝を忘れず
駿馬 よのように
駆け け抜ける

子どもたちの
笑顔が輝く
年にしたい全国大会で優勝

できるように
がんばる
将来は世界へ！

仕事と
プライベートベベ
の充実

サステテナブルなルル
社会へへ貢会会 献！
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温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
し
、
森
林
な
ど
に
よ
る
吸

収
量
を
差
し
引
き
、
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
と
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
世
界
が
一
丸
と
な
っ
て
目
指
す
中
、

真
庭
市
で
も
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
21
日
に
は
落
合
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
活
用
し
た
授
業
が
開
か
れ
、
児
童
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
仕
組
み
を
学
習
。児
童
は
、ど
の
よ
う
な
行
動
が
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
な
が
る
の
か
考
え
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
12
月
13
日
に
は
中
央
図
書
館
で
脱
炭
素
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

体
験
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
社
会
の
仕
組
み
や
私
た
ち
の
選

択
が
未
来
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

脱炭素先行地域「真庭」の挑戦脱炭素先行地域「真庭」の挑戦
楽しみながら温室効果ガスの削減考える楽しみながら温室効果ガスの削減考える

11
月
29
日
、北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
関

係
人
口
か
ら
北
房
の
未
来
を
つ
く
る
」
と

題
し
て
、
真
庭
な
り
わ
い
塾
の
公
開
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
島
根
県
立
大

学
地
域
政
策
学
部
准
教
授
の
田
中
輝
美
さ

ん
。
日
本
全
体
が
人
口
減
少
を
し
て
い
る

中
、
地
域
に
定
住
す
る
人
口
を
増
や
す
こ

と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
外

に
住
ん
で
い
て
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て
く

れ
る
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
話
に
、参
加
し
た
人
た
ち
は
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す

男
女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
30

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。「
性
差
に
対
す
る
無
意
識
の
思
い
込

み
」
に
つ
い
て
の
講
演
や
、
幸
せ
に
暮
ら

す
こ
と
な
ど
が
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
参
加
者
で
の
交
流
会

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
る
様
子
を
民
話
「
お
お
き
な

か
ぶ
」
に
な
ぞ
ら
え
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
性

差
や
立
場
を
超
え
た
協
力
の
大
切
さ
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

真
庭
な
り
わ
い
塾
公
開
講
座

移
住
と
関
係
人
口
の
違
い
は
？

男
女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

お
お
き
な
か
ぶ
で
理
想
の
ま
ち
へ

講師の田中さんと参加者の和気あいあいとした様子

パネルディスカッションに耳を傾ける参加者

CO2排出の仕組みをプログラミング グループに分かれゲームを楽しむ様子

真剣に授業に取り組む落合小児童
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なぜにあなたは東京に行くの？
＜人と富が東京に集まる！＞
　多くの自治体は人口減少の傾向ですが、若者や外国
人が東京へ流入しており、東京都の人口は昨年11月の
時点で約1,428万人に達しています。通信販売会社や
ネット銀行の利益も東京本社に集中しています。

＜大都市の魅力＞
　東京をはじめ大都市に人口が集中する、つまり魅力
を感じるにはさまざまな要因があります。高い給与、
多様な職業選択、多いビジネスチャンス、大学卒業後
その地に就職できる、にぎやか、文化芸術に触れる機
会が多い、匿名性の高さ、ジェンダー格差が小さいなど。

＜大都市は本当に魅力的か＞
　テレビに東京の皇居周辺がよく映りますが、あの辺
りのマンション価格（70㎡基準）をご存じですか。価
格高騰が話題になっていますが、新築の月間平均価格
は、東京23区で約 1憶 3千万円、港区で 3億円以上と
なる月もあります。中古でも23区の平均価格は 1億円
を超えています。豊かな生活を求めて住宅を買えば（70
㎡は広くない）、高額ローンを組まざるを得ず、その
返済のために働くことになります。
　田舎より収入が多いものの、遠距離通勤を強いられ、
住居費や生活費が高く、都道府県別の経済的豊かさで
は東京都は最下位だったという国土交通省の調査もあ
ります。庶民にとって、大都市は決して豊かな場所で
はありません。
　私が最も恐れているのは、首都直下型地震です。政府
の想定では、30年以内の発生確率は約70％で、死者1万
8千人などの被害ですが、エレベーターの中で餓死する
人も出るなど悲惨な状態に陥ることでしょう。日本経
済も壊滅的な打撃を受けます。世界有数の密集大都市
は地震大国日本ではあまりに危険なように思います。

＜未来の社会と豊かさ、魅力＞
　明治以降の都市への人口集中、「効率化」政策を転
換し、均衡のとれた国土を形成してIT技術などを発展
させれば、どこにいても仕事ができる労働環境が広がり
ます。真庭に住み、人に会う時に都市に出る、都市に本
拠を持ちつつ、真庭で農業をするなど、安定した真に豊
かなライフスタイルの流れを強めることができます。
　真庭は、循環型経済と脱炭素社会の先進地です。こ
れを基盤にして、安全で安定し、若者や真の豊かさを
求める人に選ばれる真庭、共生社会真庭を目指してい
きましょう。
　正月で家族団らんの時、友人と懇談する時、豊かな
人生や真庭の魅力などについて、語り合っていただけ
れば、市長として心強く、うれしい気持ちになります。

12
月
6
日
、「
み
ん
な
違
う
！
が
共
通
点
」

と
題
し
た
展
覧
会
が
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
振
り
返
る
写
真
や
作
品
の
ほ
か
、

建
築
家
の
隈
研
吾
さ
ん
が
手
が
け
た
代
表

的
な
建
築
物
の
模
型
な
ど
が
並
ん
で
い
ま

す
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
参
加
者
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
作
っ
た

作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
見
ら
れ

ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
模
型
た
ち
も
、

ま
た
さ
ま
ざ
ま
。「
違
い
」
が
楽
し
め
る
展

覧
会
は
4
月
12
日
ま
で
。

12
月
17
日
、
真
庭
市
と
東
京
理
科
大
学

と
そ
の
関
連
2
社
に
よ
る
包
括
連
携
協
定

が
結
ば
れ
ま
し
た
。
産
学
官
が
連
携
し
、

地
域
産
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た

同
日
、
協
定
に
基
づ
く
具
体
的
な
支
援
の

一
つ
と
し
て
、
脱
脂
粉
乳
な
ど
副
産
物
の

新
た
な
活
用
を
目
的
と
し
た
「
蒜
山
地
域

酪
農
拠
点
再
構
築
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が

関
係
3
者
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
を
生
か
し
て
、
成
分
分
析
や
研

究
、
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品
開
発
な
ど
を
進
め
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

展
覧
会「
み
ん
な
違
う
！
が
共
通
点
」

個
性
が
違
う
面
白
さ
を
感
じ
て

蒜
山
地
域
酪
農
拠
点
再
構
築
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

産
業
の
振
興
目
指
し
て
設
立

関係者が集まったコンソーシアムの第１回ミーティング

ワークショップを振り返る写真と作品が壁一面に
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▶日　　時　2月7日㈯　午後6時～8時頃　
▶場　　所　カフェ＆ギャラリー  てぁ（真庭市三田51）
▶定　　員　男女各6人　
▶対 象 者　真庭市在住、または在勤の再婚希望者、理解者
　　　　　　で現在独身の人。
　　　　　　（女性は市外の人も気軽にご参加ください）
▶参 加 費　2,000円（軽食・ワンドリンク付）　
▶申込方法　申込フォームから申し込み。
▶申込期限　1月28日㈬

▶募集職種　事務員、補助事務員・作業員（障がい者雇用）、幼稚園教諭、保育士、
保育補助員（資格不要）、施設管理員、作業員、給食調理員、栄養士、
保健師、看護師、相談員　など

▶受付期間　 1 月 5 日㈪～30日㈮
▶選考方法　担当課で必要とする業務に応じ、登録者の中から適正な書類審査、面

接審査により選考

会計年度任用職員とは？
　地方公務員法第22条の2第1項の規定に基づき任用される非常
勤職員です。採用されると地方公務員となり、服務に関する規定
（職務専念義務や守秘義務など）が適用されます。

4月1日から勤務開始 市役所で働きませんか

再婚希望者の皆さんへ カフェで新しい出会いを

問  総務課  人材マネジメント室　℡  0867-42-1150(℻1341）
　  Email：sohmu@city.maniwa.lg. jp

問  地域みらい創生課　℡  0867-42-1179(℻1353）
　  Email：koryu@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

　新しい出会いを求める人のための婚活イベントを開催します。婚活イベ
ントには気後れしてしまう、でも新しい出会いを見つけたい。そんな人に
オススメのイベントです。落ち着いた雰囲気で新しいパートナーを見つけ
てみませんか。

　真庭市では、4月1日から市役所本庁舎、各振興局、市営施設、こども園など
で勤務する、会計年度任用職員を登録制度により募集します。詳しくは真庭市
ホームページ、または本庁舎、各振興局窓口にある募集案内をご覧ください。

令和8年度
真庭市会計年度任用職員募集

RE：MARRIAGE　  
PART.Ⅱ 真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数    39,963人(-50)
男　　 19,267人(-22)
女　　 20,696人(-28)
世帯数 17,288世帯(-13)
令和7年12月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

申込フォーム
はこちら▼
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▶基 準 日　令和7年9月30日
▶支 給 額　児童手当の支給対象児童1人につき2万円
▶支給方法　児童手当で指定している口座に振り込み
▶振 込 日　令和8年2月以降に随時振り込み
▶そ の 他　・受給を辞退する場合は、真庭市ホームページにある受給拒否の届出書を
　　　　　　　子育て支援課、または各振興局に提出してください。
　　　　　　・児童手当を申請していない人は申請が必要です。

▶申込条件　18歳以上で、食育活動に取り組める市民
▶申込方法　真庭市ホームページ、健康推進課、各振興局にある登録申請書を健康推進課に提出。
▶申込期限　3月13日㈮

・登録後は、市主催の研修会（食育教室）を受講していただきます。
・食育活動は、真庭市食育推進ボランティア団体メンバーとして協力して取り組みます。
・食育活動にかかる材料費、交通費などは、真庭市食育推進ボランティア団体から支払われます。

　子育て世帯を応援するため、「物価高対応子育て応援手当」を支給します。
　令和7年10月1日以降に生まれた子どもの保護者や、真庭市以外から児童手当を受給している公務
員などは申請が必要です。詳しくは真庭市ホームページをご確認ください。

　真庭市食育推進ボランティアは、市民の健全な食生活の実現を目的に、現在73人が登録し、市内
各地で子どもや高齢者を対象にした食育活動を行っています。食育推進ボランティア活動により、健
康で幸せな地域をつくるとともに、食育を通じた社会貢献活動により、自らの人生も豊かにしましょう。
詳しくは、真庭市ホームページをご覧ください。

物価高の影響を強く受けている子育て世帯を応援
物価高対応子育て応援手当の支給

一緒に
食育活動を
しませんか

真庭市食育推進
ボランティア募集

問  健康推進課　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg. jp

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

食育を通じた社会貢献活動 健康で幸せな地域へ

子育て世帯の皆さんへ 児童1人につき2万円支給

対象者 手続き
①令和7年10月支給分の児童手当を真庭市から受給している人
　※8月中に受給資格がなくなった場合を除く 申請不要
②令和7年 9月中に生まれた新生児の保護者で、児童手当を真庭市から受給している人

③基準日時点で公務員など真庭市以外から児童手当を受給している人

申請が必要④基準日の翌日から令和 8年 3月31日までに生まれた新生児の保護者

⑤基準日の翌日から令和 8年 3月31日までに離婚などにより新たに児童手当の受給者となった人
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 1月の休日急患担当医

1日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
2日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
3日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
4日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・イケヤ医院（内）・久世
　0867-42-0122（℻  5401）
11日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・米田医院（内）・勝山
　0867-44-2132（℻  4749）
12日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・本山医院（内）・落合
　0867-52-1551（℻  7172）
18日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・しんまち診療所（内）・勝山
　0867-44-1220（℻  1221）
25日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・廣惠医院（外）・北房
　0866-52-5020（℻  5664）

                ～2月～
1日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・松坂医院（内）・久世
　0867-42-3300（℻  3556）
8日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・吉弘クリニック （内）・北房
　0866-52-2704（℻  2636）

診療時間：午前9時～午後5時

真庭市が発注する建設工事など 申請期間は2月1日～28日

事前相談の上で申請を 令和7年度中の費用が対象

問  財産活用課　℡  0867-42-1174(℻1119）
　  Email：zaisan@city.maniwa.lg. jp

問  地域みらい創生課　℡  0867-42-1179(℻1353）
　  Email：koryu@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

▶受付期間
　 2月 1日㈰～28日㈯　　
　※窓口での受け付けは、開庁日の午前 8時30分～午後 5時15分　　
　※郵送の場合は、2月28日㈯消印有効　
▶申請方法
　詳しくは、真庭市ホームページに掲載している「入札参加資格審査申請書提出
要領」をご確認ください。財産活用課の窓口（本庁舎 3階）でも申請様式の交
付を行います。　
▶資格の有効期間
　令和 8年 6月 1日～令和10年 5 月31日（ 2年間）
▶入札参加資格者名簿の公表
　真庭市ホームページで公表　
▶申請書提出先
　〒719-3292　真庭市久世2927-2
　総務部財産活用課契約管理係

▶補助対象経費　令和 7年度中に行うLED照明器具の交換費用（配線工事含む）
　　　　　　　　※LED蛍光灯や電球のみの交換は除く
▶補 助 率　対象経費の 2分の 1（上限10万円）
▶申 請 方 法　事業実施前に地域みらい創生課に相談の上、申請書を提出
▶申 請 期 限　 3月 6日㈮

※予算の上限に達し次第、受け付けを終了します。

　真庭市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント業務、物品購入・
役務の提供（小規模修繕含む）などについて、入札や見積徴取への参加を
希望する場合は入札参加資格審査申請が必要です。真庭市の入札参加資格
は 2年ごとに資格を更新するため、過去に申請書を提出した場合も、今回
の申請を忘れてしまうと資格が失効してしまいます。ご注意ください。
※令和 6・7年度の入札参加資格は、令和 8年 5月31日に失効となります。

　市内の自治会が管理する集会施設の照明器具をLED化する際にかかる費用
を補助します。

今年は更新の年です!
令和8・9年度入札参加資格審査

集会所のLED化補助金
新設しました



　
「
真
庭
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
お
よ
び

「
湯
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
の
変
更

案
を
縦
覧
し
ま
す
。

■
期
間　

1
月
7
日
㈬
〜
21
日
㈬

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
開
庁
時
間

■
意
見
書　

変
更
案
に
意
見
が
あ
る
人
は
、1

月
21
日
㈬
ま
で
に
意
見
書
（
任
意

様
式
）
を
縦
覧
場
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
県
土
木
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都
市
局
都
市
計

画
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
2
―

4
―
6
）　　
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0
8
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2
2
6
）7
4
9
2

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

℡  
0
8
6
7（
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）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

▶申告期限　2月2日㈪
▶対象者
　工場や商店を営んでいたり、駐車場やアパートなどの貸し付けを行っていたりする、市内に償却資産を
所有している個人、または法人です。地方税法第383条の規定により、毎年１月１日（賦課期日）現在の
所有状況を申告する義務があります。　

▶償却資産とは
　事業のために用いている機械・器具・備品などです。
　家庭用の太陽光発電設備も該当になります（発電出力が10kw未満のものを除く）。

要介護認定者の障害者控除
　介護保険法による要介護度1～5に認定された65歳以上
の人のうち、精神、または身体に障がいがある人は、
身体障がい者に準ずる者として、税法上の障害者控除
が受けられる場合があります。
　※身体障害者手帳などで障害者控除が受けられる人は、
　　原則申請の必要はありません。

おむつ代の医療費控除
　当該年に 6カ月以上の要介護認定期間が
あり、所定の条件を満たしている場合は、
市が発行する確認書を添付することで、
おむつ代を医療費控除に加えることがで
きます。

▶申し込み先
　高齢者支援課、または各振興局地域振興課市民サービス窓口

　固定資産税は、土地や家屋のほか償却資産にも課税されます。市内に償却資産を所有している人は、
令和 8年 1月 1日現在の所有状況を申告してください。詳しくは、真庭市ホームページ「償却資産
の手引き」をご覧ください。

　障害者控除・医療費控除の確定申告に必要な証明書などを交付します。即日発行はできないので、
早めに申請をしてください。

償却資産は申告が必要です

障害者控除・医療費控除
確定申告に必要な書類の申請はお早めに

問  高齢者支援課　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg. jp

問  税務課　℡  0867-42-1114(℻1240）
　  Email：zeimu@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

証明書などの発行 計画的に申請を

申告期限は2月2日 所有状況の申告を

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
県
計
画
）

縦
覧
を
実
施

都
市
計
画
区
域
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動画で発信したい人必見 動画制作の実演も

　YouTube登録者数73万人超の大人
気エンタメクリエイター「ピーチボー
イ」が、企画・撮影・編集の「動画制
作の裏側」まで伝える、動画発信講座
を開催します。動画制作や発信に興味
がある人は、ぜひご参加ください。

バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

資
で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

4666.444％減減減減減

143.2トン
134.1トン

R7.11月R6.11月

R7.11月R7.10月
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ニュースポーツで対戦しよう 申し込みは2月6日まで

問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178(℻1416）
　  Email：sportsbunka@city.maniwa.lg. jp

問  秘書広報課　℡  0867-42-1163(℻1353）
　  Email：koho@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

▶日　　時　 2月22日㈰　
　　　　　　午前 9時開会　
▶場　　所　白梅総合体育館　
▶競技部門　・小学 4年生以下の部　
　　　　　　・小学 5・6年生の部　
　　　　　　・女性の部（申し込みが少ない場合は他の部門に混合）　
　　　　　　・一般の部（中学生以上、男女混合可）　
▶定　　員　各部門合わせて先着24チーム程度　
▶参 加 費　1チームあたり500円　
▶申込方法　真庭市ホームページ、スポーツ・文化振興課、各振興局にある参加
　　　　　申込書を、持参、郵送、ファックス、メールのいずれかで提出　

▶申込期限　 2月 6日㈮　正午

▶日　　時　1月10日㈯　午後1時～3時
▶場　　所　落合総合センター
▶対 象 者　真庭市民、真庭市内の学校に通学している学生、

真庭市内に勤務している人で動画を活用した発
信や動画の制作に興味がある人など

▶定　　員　300人　　
▶参 加 費　無料
▶内　　容　動画制作のポイント解説・実演（予定）
▶申込方法　申込フォームから申し込み

　真庭市発祥のニュースポーツ「まに
わ合戦」と、オリジナルルールのまに
わ版屋内モルックで勝敗を決めます。

まにわ合戦＋まにわ版
屋内モルック親睦交流大会

ピーチボーイに学ぶ
動画発信講座

申込フォーム
はこちら▼
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　教育委員会では、子どもが主人公となる活動と場所「遊び」の機会づくりを進める「まにわあそびの
わプロジェクト」に取り組んでいます。今年度市内で講演会を開催した、子どもの「居場所」や「遊び」
を通じたまちづくりに長年取り組む2人を再度お招きし、その取り組みについて深堀りするとともに、
子どもと地域をつなぐまちづくりのあり方についてともに考えます。誰でも気軽にご参加ください。

問  生涯学習課　℡  0867-42-1094(℻1416）
　  Email：shohgai@city.maniwa.lg. jp

問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

GREENable HIRUZEN
ホームページ

まにわあそびのわプロジェクト まちづくりのプロが再びやってくる

「聴く・見る・触れる」の3つの体験型プログラム 第14回『ひるぜん雪恋まつり』同時開催

申込フォーム▶

▶内容
①オープニング
　地域住民が主体となった遊び場づくりミニ事例発表
②講演会&トークセッション
　［講演］　
　・大畑伸幸さん（NPO法人おむすび）
　・小田圭介さん（静岡県裾野市東地区おやじの会）
　［トークセッション］　
　・話し手　大畑伸幸さん・小田圭介さん
　・聞き手　中央図書館　西川正館長
③感想シェア会（参加自由）

▶日　　時　1月18日㈰
　　　　　　午後1時30分～4時30分
▶場　　所　勝山文化センター　
▶定　　員　100人（先着順）
▶参 加 費　無料　
▶申込方法　申込フォームから申し込み　
▶託　　児　先着10人
※託児は1月12日㈪までに申込フォーム
　からお申し込みください。

日時▶1月31日㈯  午前10時～午後7時、 2月1日㈰  午前10時～午後6時
場所▶GREENable HIRUZEN 2階フリースペース

　これからの持続可能な暮らしを考える機会として、「かや」を切り口に地域の取り組みを紹介する報告会
を開催します。
　人の手が入ることで維持されてきた草原や水辺は、多様な生きものが暮らすだけでなく、自然と人を結
びつける大切な役割を果たしてきました。報告会では、「持続可能な人の営みを自然の中で考える」をテー
マに、皆さんが自然とのつながりを改めて見つめ直すきっかけとなる、「聴く・見る・触れる」の３つの体
験型プログラムを用意しています。
・聴く：万博会場で実施したトークセッションの録画上映
・見る：アート作品やパネル展示による取り組み紹介　   
・触れる：「かや」を用いたワークショップ　　
五感を通して自然と人との関わりを感じられる内容です。ぜひご来場ください。

詳しくは、GREENableHIRUZENホームページ 「NEWS」 内の
「未来をつむぐ、草原・湖と人の関係性Produced by GREENable」 イベント報告会をご覧ください。

講演会「まちづくりのヒミツ」

『未来をつむぐ、草原・湖と人の関係性
大阪・関西万博イベント・アフターリポート Produced by GREENable』
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第36回

　

本
を
読
む
子
ど
も
に
寄
り
添

い
、
聞
き
役
に
徹
す
る
よ
う
に
訓

練
さ
れ
て
い
る
「
読
書
犬
」
が
中

央
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
音

読
や
読
書
が
苦
手
な
子
ど
も
も
安

心
し
て
楽
し
く
本
を
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
大
人
も
体
験
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
を
読
ん
だ
後
に

読
書
犬
と
触
れ
合
え
る
時
間
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

1
月
11
日
㈰　

午
後
2
時
〜
4
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館　

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
可
能

■
定
員　

10
人　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来
館
、
電
話
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
講
師

を
招
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

聴
講
し
て
も
ら
う
新
春
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

1
月
18
日
㈰　

午
後
3
時
〜

■
場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

■
演
題　

中
山
ま
さ
と
も
・
つ
か
さ　

元
気
が
出
る
講
演
会　

「
笑
顔
で
福
が
や
っ
て
く
る
」

■
講
師　

中
山
ま
さ
と
も
さ
ん
・
つ
か
さ
さ

ん
（
夫
婦
漫
才
コ
ン
ビ
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
房
振
興
局
地
域
振
興
課

℡  
0
8
6
6（
52
）2
1
1
1

℻
0
8
6
6（
52
）4
4
9
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

自
宅
に
読
ま
ず
に
積
ま
れ
て
い

る
「
積
読
本
」
を
持
ち
寄
り
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
り
合
い
ま

す
。
食
べ
物
や
飲
み
物
の
持
ち
込

み
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

1
月
31
日
㈯　

午
後
7
時
〜
9
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
定
員　

15
人　
　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来
館
、
電
話
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
。

※
観
覧
の
み
の
場
合
は
申
し
込
み

不
要
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

中
央
図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た

め
休
館
し
ま
す
。
本
の
返
却
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
、
ま
た
は
市
内
の

ほ
か
の
図
書
館
へ
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、3
階
と
1
階
飲
食
ス
ペ
ー

ス
は
休
館
中
も
通
常
通
り
利
用
可

能
で
す
。

■
休
館
期
間　

1
月
27
日
㈫
〜
30
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

落
合
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

知
育
玩
具
な
ど
の
物
品
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
発
達
発
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
通
所
支
援
事
業
（
わ
く
わ

く
ス
テ
ッ
プ
、
わ
く
わ
く
親
子
教

室
な
ど
）
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

▶日時
　1月25日㈰
　午前9時30分スタート
　（受付：午前8時30分
　～9時20分）
▶場所
 ・  スタート
真庭木材市売㈱本社
　（真庭市富尾1）
 ・  ゴール
岡山県森林組合連合会
　勝山支所
　（真庭市勝山1884-6）
 ・  抽選会
　㈱勝山木材市場
　（真庭市三田211）
▶参加費
　2,000円／人
▶申込方法
　申込フォームから
　申し込み
▶申込期限
　1月19日㈪
▶問い合わせ先
　申込フォームからお
　問い合わせください

 豪華景品もあります!

　新春木材ふれあいマ
ラソン大会を開催しま
す。終了後、景品抽選
もあります。ぜひご参
加ください。

読
書
犬
が
や
っ
て
く
る

in
中
央
図
書
館

わ
ん
こ
に
よ
み
き
か
せ

新
春
講
演
会

北
房
生
涯
学
習
講
座

わ
た
し
は
も
う
つ
ん
で
い
る

2
0
2
6
積
読
大
新
年
会

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館　

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

申し込み・
問い合わせフォーム▼
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　2006年に真庭市の山あ
いに移住し農業に携わり
ながら映画製作を始める。
過去の作品に、山中一揆
の顕彰を続けてきた人や
一揆に参加した者の末裔
の人など、山中一揆をめぐる人々の声に
耳を傾けた映画『つづきのヴォイス―山
中一揆から現在―』（2013年）や山中一揆
に巻き込まれた一人の農民の生き様を描
いた映画『新しき民』（2014年）などがある。

山中一揆を知り、一緒に演劇をつくりたい人なら誰でもご応募ください
　2026年は、真庭の大切な歴史である山中一揆勃発から300年の大きな節目にあたります。生きるため
に立ち上がった数千の民衆、51名の義民、行きすぎた権力に対する反省、それらを忘れることなく歴史
と記憶を引き継ぐことを目的に山中一揆を演劇化します。
　演劇は1回あたり30～40分で、役者やスタッフは市内外から募り、台本・演出は真庭市在住の映画監
督 山﨑樹一郎さんがワークショップ形式で行います。
　2026年秋までに3回の上演を予定しており、今回、第2回上演に向けた参加者を募集します。第1回と
は違ったテーマで新たにスタートしますので、山中一揆に興味がある人も、今は山中一揆のことは何
も知らないけど演劇に興味がある人など、ぜひご応募ください。見学からでも結構です。

問  湯原振興局地域振興課
　  ℡  0867-62-2011（℻  2097）　
　  Email：chiiki_yb@city.maniwa. lg. jp

２０２６年5月上演に向けた
「山中一揆演劇ワークショップ」

参加者募集！

上演に向けた演劇ワークショップ
▶開催候補日　 4月 5日㈰、12日㈰、19日㈰、25日㈯、26日㈰、5月10日㈰
　※現時点での候補日で、時間はいずれも午前10時～午後 3時の予定です。
　　この他にも顔合わせ会や稽古を行います。
▶応 募 資 格　山中一揆を知り、一緒に演劇をつくりたい人
　　　　　　　※住所・性別・演劇経験は問いません。
　　　　　　　※18歳未満の人は、保護者の同意を得て応募してください。
▶参　加　費　無料　
▶応 募 方 法　申込フォームから申し込み　▶応 募 期 限　 3月13日㈮　午後 5時

第2回上演の概要
▶期日　 5月17日㈰　▶場所　未定

講師プロフィール
山﨑樹一郎（映画監督）

真庭市
ホームページ▶ 

▲2025年10月の第1回上演は、25名が斬首された土居中河原
　（真庭市禾津）を舞台とした野外演劇

▲第1回上演・ワークショップの様子

申込フォーム▲
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◎テーマは
「卒業」です。
見送る側、見送られる側の
卒業式の思い出や何か思い
きって卒業したことなどに
ついて、200字程度でお寄せ
ください。
◎川柳の兼題は
「叶う」です。

お便り・川柳は、同封した
はがきをご利用ください。
締め切りは1月26日㈪です。

　

伝
統
と
聞
け
ば
、
伝
統
文
化
や

伝
統
行
事
な
ど
の
四
字
熟
語
が
浮

か
び
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
伝
統

芸
術
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
筝
を
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
文
化
祭

に
箏
を
演
奏
す
る
こ
と
に
な
り
、

か
っ
こ
い
い
し
素
敵
じ
ゃ
ん
と
喜

ん
だ
も
の
で
す
が
、
自
分
が
楽
器

や
道
具
を
使
う
と
、
い
ろ
い
ろ
と

ダ
メ
に
な
る
こ
と
を
失
念
し
て
お

り
、
指
に
着
け
た
爪
と
い
う
道

具
で
弦
を
弾
く
フ
リ
だ
け
上
手
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
触

れ
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
楽
器
。

も
っ
と
時
間
と
情
熱
が
あ
れ
ば
良

か
っ
た
の
に
な
ぁ
と
今
更
な
が
ら

思
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影

し
た
写
真
で
は
、
格
好
だ
け
は
一

丁
前
に
写
っ
て
い
ま
し
た
が
、
苦

悶
の
顔
を
浮
か
べ
て
い
た
の
が
何

と
も
苦
い
思
い
出
で
す
。

　

年
末
年
始
の
準
備
に
忙
し
く
す

る
日
々
。
子
ど
も
の
プ
リ
ン
ト
が

て
ん
こ
も
り
で
、
ど
う
や
っ
て
片

付
け
よ
う
と
四
苦
八
苦
し
て
い

る
。
な
ぜ
あ
ん
な
に
プ
リ
ン
ト
が

多
い
の
か
。
世
の
お
母
さ
ん
は
ど

う
し
て
ま
す
か
？
い
け
な
い
、
話

が
反
れ
て
し
ま
っ
た
。
年
越
し
で

我
が
家
は
必
ず
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ゆ
く

年
く
る
年
」
を
見
て
い
る
。
そ
し

て
除
夜
の
鐘
が
鳴
る
時
、
私
と
主

人
、
子
ど
も
た
ち
の
4
人
で
手
を

つ
な
ぎ
「
せ
ー
の
っ
！
」
で
ジ
ャ

ン
プ
す
る
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
そ

う
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
も
毎

年
楽
し
み
で
ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
。
い

や
、
私
が
一
番
テ
ン
シ
ョ
ン
上

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
こ
の
瞬
間
が
続
き
ま
す
よ
う
に

と
願
う
。
こ
れ
が
我
が
家
の
「
伝

統
」
と
な
る
日
が
来
る
の
か
な
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《3月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

   「
伝
統
」

▲PN りょうさん

▲PN おまなやんさん▲PN なぎささん

「
伝
統
に
触
れ
る
機
会
」

PN
ぶ
ろ
っ
さ
む
さ
ん（
若
代
）

「
我
が
家
の
伝
統
？
」

PN
こ
れ
か
ら
も
働
き
続
け
る
マ
マ
さ
ん（
鍋
屋
）

詳
くわ

しく知
し

りたい場
ば

合
あい

は、真
ま

庭
にわ

市
し

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターにお問
と

い合
あ

わせ
ください。 TEL：0867-42-1080　Email：hattatsu@city.maniwa. lg. jp

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターでは、『家
か

族
ぞく

支
し

援
えん

』の一
いっ

貫
かん

として、
支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

なお子
こ

さんの安
あん

心
しん

した就
しゅうがくじゅんび

学準備のために、就
しゅう

学
がく

についてのお話
はなしかい

会を開
かい

催
さい

しています。教
きょういくいいんかい

育委員会・学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

のお話
はなし

と先
せん

輩
ぱい

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（ペアレントメンター※）から体
たい

験
けん

談
だん

をお話
はな

しいただいたり、集
しゅうだんせいかつ

団生活や学
がくしゅうめん

習面における保
ほ

護
ご

者
しゃ

が持
も

つ不
ふ

安
あん

や悩
なや

みに
ついてアドバイスいただいたりします。※ペアレントメンターとは、発

はっ

達
たつ

特
とく

性
せい

のあるお子
こ

さんを育
そだ

てた経
けい

験
けん

があり規
き

定
てい

の研
けんしゅう

修を修
しゅうりょう

了した保
ほ

護
ご

者
しゃ

のことで
す。同

おな

じ親
おや

としての立
たち

場
ば

から保
ほ

護
ご

者
しゃ

の気
き

持
も

ちに寄
よ

り添
そ

い、経
けい

験
けん

談
だん

をお話
はな

しい
ただくことで、日

ひ

々
び

悩
なや

みを持
も

つ保
ほ

護
ご

者
しゃ

の子
こ

育
そだ

ての参
さん

考
こう

になるように応
おう

援
えん

する
ものです。センターでは、今

こん

後
ご

も『家
か

族
ぞく

支
し

援
えん

』の充
じゅうじつ

実に取
と

り組
く

んでいきます。

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターの取
と

り組
く

み
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森
もり

本
もと

大
だい

智
ち

くん
R7. 1.3生まれ（日名）
○応  泰司さん・容子さん（祖父母）

村
むら

松
まつ

珠
しゅ

凪
な

ちゃん
R7. 1.6生まれ（台金屋）
○応  和弥さん・美佳さん（両親）・白埜さん（姉）

北
きた

山
やま

蒼
そ

空
ら

くん
R7. 1.17生まれ（横部）
○応  裕登さん・眞子さん（両親）

髙
たか

橋
はし

  史
ふみ

ちゃん
R7. 1.20生まれ（上水田）
○応  一智さん・美菜子さん（両親）

西
にし

本
もと

玲
れ

菜
な

ちゃん
R7. 1.12生まれ（下方）
○応  佑翔さん・あいりさん（両親）

百
ど

々
ど

初
はつ

季
き

ちゃん
R7. 1.18生まれ（開田）
○応  采生さん（姉）

谷
たに

口
ぐち

凌
り

悉
つ

くん
R7. 1.26生まれ（勝山）
○応  世成さん（兄）・結咲さん（姉）

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆20歳の集い
1 月11日に勝山文化センターで開催する「令和 8 年真庭市20歳の集い」の
式典の様子を午後 1 時から生中継でお届けします。今年は平成17年 4 月 2
日から平成18年 4 月 1 日生まれの人が対象です。また、式典と20歳の皆さ
んのインタビューをまとめた番組を 1 月19日から25日までお送りします。
◆ダイブ・トゥ・マニワ
昨年12月21日にエスパスホールで開催した「エスパス第九演奏会」に、
MITの今石が合唱団の一員として参加しました。第九についてイチから
学ぶ初心者のための練習会から、本番までの様子を密着取材します。市
民で作る合唱団の舞台裏をご覧ください。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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み
ん
な
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
！

三
村
日
向
大
さ
ん（
多
田
）

　

真
庭
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

親
睦
大
会
に
仲
の
い
い
学
校
の
友

達
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
僕

は
真
庭
高
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
て
、
試
合
で
は
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。
部
活
の
時
と
は
違
っ
た
メ

ン
バ
ー
と
の
チ
ー
ム
で
し
た
が
試

合
を
重
ね
る
う
ち
に
段
々
と
連
携

が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、

友
達
と
し
て
も
絆
が
深
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
。

楽
し
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
だ
よ

芦
田
紗
耶
さ
ん（
日
名
）

　

ま
に
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
お

母
さ
ん
と
来
ま
し
た
。
普
段
か
ら

友
達
と
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
に

遊
び
に
来
て
い
る
け
ど
、
こ
の
日

は
た
く
さ
ん
の
お
店
や
吹
奏
楽
の

演
奏
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
べ
る
ゲ
ー
ム

や
、
木
材
を
使
っ
た
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
や
置
物
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
エ

コ
の
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
夕
方

か
ら
寒
く
な
っ
た
け
ど
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
お
せ
っ
か
い
野
菜

を
使
っ
た
豚
汁
が
お
い
し
く
て
体

が
温
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

お
馬
さ
ん
の
ジ
ャ
ン
プ
に
感
心

安
達
未
桜
さ
ん（
下
呰
部
）

3
年
生
の
時
に
、
遠
足
で
蒜
山

ホ
ー
ス
パ
ー
ク
に
行
っ
て
以
来
、

2
年
ぶ
り
の
馬
に
会
え
ま
し
た
。

乗
馬
も
2
回
目
に
な
っ
て
、
だ
い

ぶ
慣
れ
て
き
た
気
が
す
る
し
、
と

て
も
か
わ
い
く
感
じ
ま
し
た
。
小

学
生
の
走
り
高
跳
び
と
同
じ
く
ら

い
の
高
さ
を
実
際
に
飛
ぶ
と
こ
ろ

を
見
せ
て
も
ら
え
た
し
、
馬
場
馬

術
の
大
会
で
は
私
の
背
よ
り
高
い

1
6
0
㌢
を
飛
ぶ
と
聞
い
て
す
ご

い
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

真庭市立落合図書館

今月のおすすめの本

〒719-3144 真庭市落合垂水618
TEL0867-52-3315 FAX0867-52-1507
開館時間 9:00~18:00 
休館日 毎週火曜日､年末年始

日本には八百万の神と言われ
る数えきれないほどたくさん
の神々がいる。古い文献に登
場する神、また言い伝えで語
られる神や自然そのものに宿
る神。民間信仰から生まれた
り、仏教の神と習合した神。
人間や妖怪も神として祀ら
れている。そんな神々の物
語や姿、信仰のあり方を解
き明かし、考える一冊です。

『日本の神様　解剖図鑑』
平藤喜久子／著　エクスナレッジ

紙を42回折ったら月に届
くってホント？ガチャが当
たる確率は？など興味がわ
く疑問から数学を楽しく学
べる 1冊です。ギャグ満載
のストーリーから算数の
「わからない」を楽しく解
消して、数学力を身に付け
よう！

『山田さんちの算数パーフェクト
  数学的センスを身につけろ！』
神内アキラ／漫画　KADOKAWAライフスタイル編集部／協力
あきとんとん／監修　KADOKAWA

春夏秋冬それぞれの季節がも
たらす自然の実りや時季のも
のを丁寧に調理し、美しくよ
そい、大切にいただく。季節
ごとに器を変える意味や暮ら
しの小話も知識として知って
おきたいものばかりです。そ
れぞれの季節のページには目
を奪われるほどの美しい風景
の写真も掲載され、料理の写真一枚一枚も美し
く、写真を眺めるだけでも楽しめる1冊です。

『にっぽんの四季食』
沙和花／著　旭屋出版

『おかしのいえ  けんせつがいしゃ』
あさのますみ／著　しんたにともこ／絵　ポプラ社
ようこそ「おかしのいえ　け
んせつがいしゃ」へ。せかい
でたったひとつのあなただけ
のおかしのいえができあがり
ますよ。アンケートにこたえ
てさっそくこうじにとりか
かりましょう。さあ、どん
なおいしそうなすてきない
えができあがるのかな。

▲ PN アリさんふぁびちゃん ▲ PN けいすけさん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『馬・お餅を食べる』

手話：真庭聴覚障害者コミュニケーションの会
やまなみ　村上純介さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

馬

お餅を食べる

両手の人差し指
を胸の前で前に
向けて構え、上
から下に向けて
２回振ります。

①体の前で両手を上下に重ね、手の中に
丸いお餅があるイメージで両手をすり
合わせます。
②片手をお椀を持つように構え、もう一
方の片手をチョキにしてお箸を表現し
ます。
③お箸の手で口元にすくい上げるように
して食べる動きを表現します。

目
標
は
ゾ
ロ
目
８
８
も
う
す
ぐ
で
す　
　
　

水
葵　
　
　
　

上
水
田

目
標
は
た
だ
一
つ
あ
る
共
に
百　
　
　
　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

運
動
と
決
め
た
目
標
丸
日
な
し　
　
　
　
　

す
ず
め　
　
　

上
水
田

徳
を
積
み
笑
顔
輝
く
人
目
指
す　
　
　
　
　

月
あ
か
り　
　

組

目
標
値
無
理
を
す
る
な
と
体
重
計　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

平
凡
に
目
標
通
り
生
き
て
来
た　
　
　
　
　

有
若
日
出
子　

勝
山

目
標
は
百
の
い
わ
い
と
笑
う
義
母　
　
　
　

サ
ブ
ち
ゃ
ん　

久
世

目
標
は
立
て
て
は
み
る
が
す
ぐ
破
る　
　
　

梨
沙　
　
　
　

杉
山

一
億
円
貯
め
る
目
標
ま
ず
一
円　
　
　
　
　

ヤ
マ
ド
リ　
　

上
水
田

目
指
し
ま
す
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
さ
あ
歩
こ
う　

小
椋
芳
子　
　

蒜
山
東
茅
部

あ
と
十
年
夫
婦
で
目
指
す
百
の
坂　
　
　
　

こ
す
も
す　
　

上
水
田

目
標
を
決
め
て
自
分
に
カ
ツ
を
入
れ　
　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

目
標
を
か
な
え
た
孫
は
帰
郷
せ
ず　
　
　
　

黒
田
典
男　
　

久
世

目
標
立
て
生
き
下
手
で
す
が
最
期
ま
で　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

老
い
て
尚
目
標
つ
く
り
知
恵
し
ぼ
る　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

我
親
の
生
き
た
年
令
目
標
に　
　
　
　
　
　

野
田
八
重
子　

栗
原

老
躰
も
目
標
も
て
ば
輝
け
る　
　
　
　
　
　

春　
　
　
　
　

久
世

〈
軸
吟
〉
目
標
の
川
柳
未
だ
向
こ
う
岸　
　
　

中
川
栄
策

進め！キッズライダー！
ペダルのない子ども用の自転車、「ランニングバイク」の速さを競う大会
が11月30日に開かれました。足で地面を蹴って進む自転車にまたがり、
元気いっぱいにコースを駆け抜ける姿に思わず笑みがこぼれます。

今
月
の1枚

川柳  「目標」 選：落合川柳会　中川栄策さん

▲ PN ホットコーヒーさん
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る
前
原
さ
ん
。
し
か
し
、「
家
族
や
同
級
生
、
先
生
方
が

支
え
て
く
れ
た
か
ら
頑
張
れ
ま
し
た
。
今
で
は
落
ち
込
む

こ
と
も
少
な
く
な
り
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
自
身
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
経
験
を
積
ん
だ
後
、

観
光
牧
場
で
働
く
こ
と

が
目
標
。「
牛
を
よ
く

観
察
し
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
す
る
酪
農

従
事
者
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、
前
を
見
据

え
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
経
験
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

　

今
年
度
、Ｊ
Ａ
全
農
主
催
の
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル「
酪

農
の
夢
」
で
、
中
四
国
酪
農
大
学
校
で
酪
農
を
学
ぶ
前
原

可
菜
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
人
は
、
自
分
の
中
で
納
得
で
き
る
段
階
ま
で
い
け
た

ら
、
一
度
外
の
世
界
に
触
れ
て
ほ
し
い
」。
前
原
さ
ん
は
作

文
に
、
自
身
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

前
原
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
と
な
り
、
高
校
は
通

信
制
高
校
に
進
学
。
外
に
出
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
え
な
が
ら
も
踏
み
出
せ

ず
に
い
た
と
き
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、あ
る
観
光
牧
場
に
出
会
い
ま

す
。搾
乳
体
験
が
で
き
る
と
知
り
、動
物
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
行
っ
て
み
る
こ
と
に
。そ
れ
が
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

酪
農
と
の
出
会
い

　

初
め
て
の
搾
乳
は
、
前
原
さ
ん
の
心
に
強
く
響
き
ま
し

た
。「
何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
が
、
牛
乳
を
搾
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
な
ら
私
に
も
で
き
る
と
い
う
、
確
信
に

近
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
牧
場
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
目
に
し
た
『
牛
は
私
の
心
の
鏡
』
と

い
う
投
稿
も
、進
路
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
を
客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
進
む
べ

き
道
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
、
酪
農
の
世
界

を
志
し
ま
す
。

　
「
人
と
話
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
し
、
作
業
は
覚
え

ら
れ
な
い
し
、
人
に
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り
だ
し
、
最
初

は
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」
と
入
学
直
後
を
振
り
返

前原 可菜   
Maehara KanaMaehara Kana

2025
70

実習で機械での
搾乳をする様子

岡山市出身。公益財団法人中国四国酪農大学校酪
農科1年生。読書や音楽・アニメ鑑賞が趣味。休日
はよくドライブをしており、晴れた日の蒜山でのドラ
イブが好き。牛の好きなところは鼻。特に子牛のピ
ンク色の鼻がかわいくて好き。

前原 可菜さん （蒜山西茅部）

「酪農の夢」コンクールで発表する前原さん



　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
冬
は
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
特

に
年
明
け
は
、
年
末
年
始
の
疲
れ

や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
重
な

り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
意

識
し
た
い
の
が
「
免
疫
力
を
高
め

る
生
活
習
慣
」
で
す
。

　

免
疫
力
と
は
、
体
に
侵
入
し
た

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
異
物
を

排
除
し
、
健
康
を
守
る
た
め
の
防

護
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
日
々

の
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
で
、

免
疫
力
は
自
然
と
高
ま
り
、
病
気

に
か
か
り
に
く
い
体
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

睡
眠
は
、
免
疫
細
胞
の
働
き
を

整
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素
で

す
。
睡
眠
中
に
は
、
体
の
修
復
や

免
疫
機
能
の
調
整
が
行
わ
れ
、
ウ

イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

理
想
的
な
睡
眠
時
間
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
1

日
7
〜
8
時
間
が
目
安
と
さ
れ
て

お話：健康推進課  兵江美保さん
　　   問  TEL 0867-42-1050（FAX1388）

免疫力を高める生活習慣

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り

　

運
動
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ

な
が
り
、
心
の
健
康
に
も
良
い
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

免
疫
力
を
高
め
る
生
活
習
慣
に

加
え
て
、
日
常
生
活
で
の
予
防
対

策
も
重
要
で
す
。

●
基
本
の
感
染
症
対
策

・
外
出
後
の
「
手
洗
い
・
う
が
い
」

を
徹
底
す
る
。

・
室
内
の
湿
度
を
50
〜
60
㌫
に
保

ち
、
乾
燥
を
防
ぐ
。

・
人
混
み
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
。

・
十
分
な
水
分
補
給
を
心
が
け
る

（
喉
の
粘
膜
を
潤
す
）。

　

免
疫
力
は
一
朝
一
夕
で
高
ま
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
、
健
康

な
体
を
つ
く
り
、
病
気
に
負
け
な

い
力
を
育
て
ま
す
。

　
「
よ
く
眠
る
」「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
」「
体
を
動
か
す
」
こ
の
3
つ

を
意
識
す
る
だ
け
で
も
、
体
は
確

実
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
寒
さ
に

負
け
ず
、
元
気
に
冬
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
Ａ　

粘
膜
を
強
く
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
。
緑
黄

食
野
菜
な
ど
。

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ　

免
疫
調
整
に
関

与
す
る
。
鮭
、
き
の
こ
類
、
卵
黄

な
ど
。

・
発
酵
食
品　

腸
内
環
境
を
整
え

る
。
味
噌
、
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
。

　

ま
た
、
冬
は
体
が
冷
え
や
す
い

た
め
、
温
か
い
汁
物
や
鍋
料
理
を

取
り
入
れ
る
と
体
の
内
側
か
ら
温

ま
り
、
血
流
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

運
動
は
、
血
流
を
促
進
し
、
免

疫
細
胞
を
全
身
に
行
き
渡
ら
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。特
に
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
軽
い
筋

ト
レ
な
ど
の
「
適
度
な
運
動
」
が

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
す
。

激
し
い
運
動
は
か
え
っ
て
免
疫
力

を
下
げ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
継
続
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
お
す
す
め
の
運
動
習
慣

・
1
日
30
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
速
歩
き
が
効
果
的
）

・
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
で
血
流
を
促
進

・
階
段
の
上
り
下
り
や
家
事
を
活

用
し
た
「
な
が
ら
運
動
」

い
ま
す
。
特
に
、
夜
10
時
〜
深
夜

2
時
の
間
は
「
成
長
ホ
ル
モ
ン
」

が
多
く
分
泌
さ
れ
、
免
疫
細
胞
の

活
性
化
に
も
関
わ
る
た
め
、
こ
の

時
間
帯
に
し
っ
か
り
眠
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

●
良
質
な
睡
眠
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
就
寝
1
時
間
前
か
ら
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
を
控
え
る
。

・
寝
る
前
に
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に

入
っ
て
体
を
温
め
る
。

・
寝
室
は
暗
く
静
か
に
し
、
室
温

は
18
〜
22
度
を
目
安
に
す
る
。

　

免
疫
力
を
高
め
る
に
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
基
本

で
す
。
特
定
の
食
品
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
そ
ろ
え
た
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
栄
養

素
と
食
材

・
た
ん
ぱ
く
質　

免
疫
細
胞
の
材

料
。
肉
、魚
、卵
、大
豆
製
品
な
ど
。

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ　

白
血
球
の
働
き

を
助
け
る
。
み
か
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
。

睡
眠
：
質
の
良
い
眠
り
が

免
疫
の
土
台

栄
養
：
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
で
体
の
中
か
ら
強
く

運
動
：
適
度
な
運
動
で

免
疫
細
胞
を
活
性
化

風
邪
・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
の
基
本

毎
日
の
積
み
重
ね
が

健
康
を
つ
く
り
ま
す
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11
月
22
日
、
北
房
の
下
中
津
井
地
区
に

あ
る
旧
菅
野
邸
周
辺
で
、
子
ど
も
た
ち
が

忍
者
に
な
っ
て
宝
探
し
を
し
ま
し
た
。
旧

菅
野
邸
は
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た

武
家
屋
敷
で
、
生
涯
学
習
や
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

歴
史
あ
る
建
物
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
地
元
有
志
で
つ
く
る
「
旧
菅
野
邸

を
遊
ぶ
会
」
が
催
し
を
企
画
。
子
ど
も
た

ち
は
忍
者
に
変
身
し
、
地
域
を
回
っ
て
暗

号
を
集
め
、
邸
内
に
隠
さ
れ
た
お
宝
を
探

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

11
月
23
日
、
落
合
地
域
の
木
山
街
道
で

真
庭
速
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
シ

ン
グ
カ
ー
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
が
特
設

コ
ー
ス
を
疾
走
し
、
車
両
の
迫
力
や
エ
ン

ジ
ン
音
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
真
庭
の
カ
ス
タ
ム
ビ
ル
ダ
ー

M
A
D
LA
N
E

の
大
橋
和
生
さ
ん
や
、
真

庭
出
身
の
レ
ー
シ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
松
岡
玲

さ
ん
も
出
走
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え

ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
車
両
の
展
示
や

マ
ル
シ
ェ
も
に
ぎ
わ
い
、
車
好
き
に
と
っ

て
魅
力
あ
ふ
れ
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

集めた暗号でお宝の隠し場所を考えるニンジャたち

935MLで出走するMADLANEの大橋さん

忍
者
に
な
っ
て
地
域
を
探
検

ニ
ン
ジ
ャ
菅
野
邸

迫
力
の
走
り
に
会
場
沸
く

Ｍ
Ｈ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム   

真
庭
速
祭
２
０
２
５

演奏のステージ 真庭高校生による出店 「お節介野菜」の表彰報告

ライトアップされた巨大なクリスマスツリーと多くの人でにぎわう様子

巨大な端材ツリーが登場巨大な端材ツリーが登場
まにわSDGsDAYまにわSDGsDAY

12
月
6
日
に
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
で
、
ま
に
わ
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
Ｄ
Ａ
Ｙ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
も
ら
お
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
食
の
マ
ル

シ
ェ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ
た
ほ
か
、
端

材
で
作
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
式
が
あ
り

ま
し
た
。
ツ
リ
ー
は
施
設
の
オ
ー
プ
ン
10
周
年
を
記
念

し
高
さ
約
10
㍍
で
、
木
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
地
元
の

小
学
生
や
来
場
者
の
手
形
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
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まちの話題

　

神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会
が
12
月
14
日

に
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
42
チ
ー
ム
、
約

2
0
0
人
が
参
加
し
、
勝
山
の
町
並
み
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。
青
少
年
の
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
目
的
と
し

た
大
会
で
、
今
回
で
33
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ー
ス
は
、
勝
山
町
並
み
保
存
地
区

を
2
周
す
る
6
㌔
コ
ー
ス
と
、
神
庭
地
区

に
あ
る
東
福
寺
で
折
り
返
す
8
･
8
㌔
の

2
種
類
が
あ
り
、
参
加
者
は
沿
道
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。

　

蒜
山
西
茅
部
に
あ
る
大
蛇
集
会
所
で
12

月
12
日
に
し
め
飾
り
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
正
月
準
備
を
通
し
て
集
ま
る
場
を
つ

く
り
、
地
域
の
交
流
を
図
り
た
い
と
8
年

前
か
ら
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
て
、「
し

め
飾
り
を
自
分
で
作
り
た
い
」
と
遠
く
か

ら
参
加
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
参
加

し
た
人
た
ち
は
、
縄
を
な
っ
て
形
作
っ
た

し
め
飾
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
上
が
り
に

満
足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
し
め
飾
り

を
完
成
さ
せ
た
後
は
、
食
事
を
し
な
が
ら

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一斉にスタートする様子

しめ飾り作りに挑戦する参加者

市内各地で音楽やものづく
り、グルメ、史跡めぐりな
どさまざまな催しが行われ
る湯原っしい。久世では町
を歩きながら山中一揆にゆ
かりある場所を巡るツアー
が行われ、参加者が地域の
歴史に思いをはせました。

11/29 山中一揆ゆかりの地を歩く

市内外のソフトバレーボー
ルチームが集う親睦大会が
白梅総合体育館で開かれま
した。地域のスポーツクラ
ブや友達同士のチームな
ど、大人から子どもまで多
くの人たちがスポーツを通
じ親睦を深めていました。

11/30 ソフトバレーで親睦深める

村山愛子さん（下呰部）が
12月 1 日に百歳を迎えられ
ました。ゲームやクイズな
ど、デイサービスでの催し
物をいつも楽しみにしてい
るそうです。適度な運動と
バランスの良い食事が長寿
の秘けつとのことです。

12/1 ゲームやクイズをするのが楽しみ

本格的な冬に向けて体を整
えるための薬膳料理教室が
美甘振興局調理室で開かれ
ました。免疫力を高めるこ
とを中心にした内容で、参
加した人たちは身近な食材
を使ったレシピを学んでい
ました。

12/5 体整え不調を防ぐ薬膳料理

ヒルゼン高原センターで蒜
山スキー場安全祈願祭が行
われました。施設関係者や
観光業の関係者が集まり、
今シーズンの無事故とにぎ
わいを祈願。蒜山地域の冬
に活気をもたらす雪が降る
ように祈っていました。

12/13 今シーズンの安全を願って

師
走
の
勝
山
を
駆
け
抜
け
る

第
33
回
神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

正
月
準
備
し
交
流
深
め
る

し
め
飾
り
教
室
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1
年
前
の
編
集
後
記
で
「
脱
寝
正

月
」
を
宣
言
し
た
私
で
す
が
、
結
局

寝
て
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
私
は
ふ
と
思
い
ま
し

た
。
寝
正
月
を
脱
す
る
必
要
は
あ
る

の
か
。
む
し
ろ
、
新
年
早
々
「
何
か

し
な
い
と
」
と
気
負
っ
て
過
ご
す
よ

り
、
割
り
切
っ
て
ゆ
っ
く
り
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
と
。
そ
う
思
っ
て

過
ご
し
た
正
月
の
幸
福
度
は
高
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
そ
の
結
果
が
体
重

計
に
現
れ
た
わ
け
で
す
が
。 

村
松

　

厳
し
い
寒
暖
差
、
こ
た
つ
で
寝
落

ち
、
雪
か
き
な
ど
、
風
邪
を
ひ
き
や

す
い
季
節
で
す
が
、
皆
さ
ん
温
か
く

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
家
で

は
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
の
よ
う
に
掛
け
布

団
を
何
枚
も
掛
け
る
の
が
ブ
ー
ム
で

す
。
内
側
か
ら
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
薄

い
布
団
、
羽
根
布
団
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
。
さ
ら
に
寒
け
れ
ば
、
綿
毛
布
で

ふ
た
を
し
ま
す
。
肩
掛
け
で
完
璧
、

朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
。
快
適
す
ぎ
て
寝

過
ご
す
の
が
困
り
も
の
で
す
。 

柿
本

▲PNミルクコーヒーさん

広
報
ま
に
わ 

❶
月
号  

令
和
8
年
1
月
1
日
発
行 （
通
巻
249
号
）
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